




要約:肝型アルカリホスファターゼ cDNA を用いて,乳児型低ホスファターゼ血症患者家系

の制限酵素 DNA 断片長多型による連鎖分析を行なった。制限酵素 BclⅠによる多型と連鎖

していることを見出し,これを用いて発端者の次の妊娠 10 週に絨毛を採取し,胎児がヘテ

ロ接合であることを診断した。 


